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介護ICT業務支援システムの御提案

地元愛媛で開発支援・導入支援・サポートを行う企業体



大手メーカーのシステム FTCare-i＋請求

初期費用高額
5年毎に買い直しをする更新型

初期費用抑える事が可能
保守及びクラウド利用料で永遠継続可能。
OSに改善などで多少費用が発生する場合はございます。

導入台数により価格変動。オプションや
台数を追加購入するとその時点からの5年
毎の更新になり、自転車操業状態に。

導入台数無制限。請求システムは5台まで定額。
追加台数も記録システム等は無料。

現地サポートは有償
リモートサポートは無料
フリーダイヤル・FAX ・メールでも可

現地サポートは無料（請求システムは有償の場合あり）

リモートサポートは無料
フリーダイヤル・LINE・メールでも可

記録項目のカスタマイズは制限あり。
入力画面のカスタマイズ不可能
帳票のカスタマイズはユーザーにて行う。

記録項目のカスタマイズは制限無し（無制限）
入力画面のカスタマイズ可能（有償）
帳票のカスタマイズは開発側にて行う（有償）

オンライン面会や家族への情報発信ツー
ルは無し。（メーカにより自社である場合がある）

オンライン面会や家族への情報発信ツール
はオプションにて有り。FTCare-iに搭載。

専用プログラムにて稼働する為、設定は
業者でないと出来ない。有償対応が多い。

インターネットの画面で稼働する為、ユーザー
側で設定が出来ます。暗号化通信を行います。
セキュリティ対策は何種類の方法を保持してい
ます。有償セキュリティ設定も可能。企業や法人のコストは人件費に関係します。

よく御検討下さい。

システム検討時のポイント
他社とのコスト比較。自社調査にて

5年で30％～ 10年で70％～削減。
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5年間

5年間

初期導入

追加オプションの導入

5年間

追加ライセンスの導入

初期費用の〇〇%で5年間

初期費用の〇〇%で5年間

初期費用の〇〇%で5年間

2019/7

2019/10

2020/4

2024/7 更新

2024/10 更新

いつまでも払い続けなければ、ならないソフトウェア費用。
コストダウンや高機能な他のソフトウェアに変更するタイミングがない。
選択の自由が無くなる。事業拡大する度に異なる使用権が発生し、泥沼化。
使用する端末が増えてもライセンスを追加するソフトウェアが多数。

使用権購入によるシステムの大きなマイナス点。

保守も要らない、低コスト、その言葉の裏には・・・・

2025/4 更新

タブレットなどの機器の増加。

記録システムなどの追加機能。

5年間

5年間

5年間

2029/7 更新

約8割の請求連携システム会社はこの方法で、ビジネスを維持しています。

5年間

新規事業所の追加導入

初期費用の〇〇%で5年間2020/10

2025/10 更新

事業所展開する度に増加。

5年間

先５年後の
介護報酬も
景気動向も
見えない
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開発支援・導入支援・サポート全般会社概要

１．会社概要・実績等

①.開発元 会社概要

代表取締役社長：松岡 保幸

設立年月日 ：2018年12月25日

従業員数 ：10名（契約社員含む）愛媛県内3名･香川県1名

東京営業所･熊本営業所

所在地 

【本社】 ：〒791-8032 愛媛県松山市南斉院町1108-2番地302号

（代表者電話番号） TEL：090-7148-4677

【東京営業所】：〒113-0034 東京都文京区湯島1丁目8-4山川ビル7F

【熊本営業所】：〒860-0059 熊本県熊本市西区野中3丁目

【熊本研究室】：〒868-0302

熊本県球磨郡錦町大字一武字原田川1234番地

 社会福祉法人 豊心の里 内

業務内容      ：ソフトウェア開発、ソフトウェア・パッケージの販売

 電算機ならびに周辺機器、ソフトウェア、関連機材

 の販売及び賃貸業務・各種コンサルティング事業

主要取引先

株式会社エフトス･株式会社ヘルステクノロジー･株式会社ジャパナス･

アカマツ株式会社･四国事務機株式会社･合同会社ジェイシーエム･

えひめメディカルケア株式会社･日比介護国際協同組合･株式会社農都共

生総合研究所･Take-C･介護福祉施設及び事業所･障害福祉施設及び事業

所など、県下約250事業所以上（2022/12/24現在） その他

連携教育機関

電気通信大学･千葉大学･北海道大学･九州大学･立命館大学･県立神戸大

学等

代表者経歴

2001年5月  福祉関係全般のソフトウェア企業に入社 福祉の世界へ

2018年11月 福祉関係ソフトウェア数社で、全国各拠点の営業や開発、

 各役職を経て開業準備

2018年12月 ユーエムラボ設立 (個人事業主)

2020年６月 NPO法人きずな 事務局長

2021年９月 株式会社農都共生総合研究所 愛媛担当研究員

2021年10月 介護経営の情報サポート サスケアリンク 四国事務局

2021年12月 株式会社ユーエムラボ 代表取締役に就任

企業経歴

2018年12月 ユーエムラボ設立 株式会社エフトス社と業務委託契約締結

2021年９月 株式会社農都共生総合研究所 愛媛研究室となり委託契約締結

2021年12月 個人事業より法人化 株式会社ユーエムラボとなる

2021年12月 株式会社エフトス社と業務委託契約締結

2022年４月 Access Japan株式会社（ベトナム）日本事業統括 オンライン教育事業

2022年10月 本社を松山市古川西3丁目に移転

2023年４月 東京営業所開設 東京都台東区東上野1-10-8 旭光ビル

2023年５月 株式会社農都共生総合研究所との業務提携

2023年６月 東京営業所を東京都文京区湯島1-8-4 山川ビル7Fに移転

2023年６月 熊本営業所開設 熊本県熊本市西区野中３丁目

各種事業部：

【システム事業部】

●介護記録システム・介護請求システム ●見守りシステム

●介護ロボット・センサー等々

【コンサルティング事業部】

●ITコンサルティング ●福祉（介護・障害）開業・運営コンサルティング

●人材定着コンサルティング

【環境整備事業部】

●感染症対策機器販売 ●特殊洗浄・特殊コーティングの施工・調査

●農業研修コーディネート ●農業経営コンサルティング
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１．会社概要・実績等

①.開発元 会社概要

会社名 株式会社エフトス
URL http://www.fts-com.jp/
代表取締役 友久 千秀 （トモヒサ チヒデ）

【豊橋本社】 Address: 〒441-8113 豊橋市西幸町字浜池333-9
豊橋サイエンスコア307号室
Phone: 0532-44-1322

【浜松営業所】Address: 〒432-8003 静岡県浜松市中区和地山3-1-7
浜松イノベーションキューブ313号室
Phone: 053-401-2207

業務内容

・社内情報システム導入運営のコンサルティング
・団体様向けグループウェア運営
・ホームページ作成
・システム開発
（パッケージシステム開発、業務システム開発、Ｗｅｂサービス開発等）

・介護、福祉施設様向けシステム開発、ソリューション提案
（ASPサービス構築、運営）

・社内通信インフラ整備・構築
・OA機器全般販売（ビジネスホン、複合機、パソコン、監視カメラ等）

2002年 システム開発・ホスティング会社「有限会社エフトスコムジャパン」創業

2003年 有限会社エフトスコムジャパン豊橋営業所を豊橋サイエンスコア4階に開設

2005年 団体向けグループウェア「aifuku（アイフク）」提供開始

2006年 (有)エフトスコムジャパンから（株）エフトスに社名変更

2009年 業務拡張のため浜松市西区大平台より浜松市西区村櫛町へ本社移転

2010年 介護記録システム「FTCare」シリーズ発売開始

2017年 浜松市西区村櫛町より豊橋市西幸町の現在地へ本社移転登記
浜松市中区和地山 浜松ｲﾉﾍﾞーｼｮﾝｷｭーﾌﾞへ浜松営業所として開設

2018年 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）

平成29年度「ロボット介護機器開発・導入促進事業（開発補助事業）」

重点分野 介護業務支援 採択

2020年 国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
令和2年度 「ロボット介護機器開発・標準化事業（開発補助事業）」
重点分野 介護業務支援 採択

納入団体（抜粋）：
愛知県社会福祉協議会（高齢者部会、児童ホーム部会・母子生活支援部会）、愛知
県老人福祉施設協議会、一般社団法人愛知県私立保育園連盟、中部児童養護施設協
議会、愛知県児童福祉施設長会 、日本子ども養育研究会、埼玉県認知症グループ
ホーム・小規模多機能協議会 他 （順不同）
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■介護記録システム FTCare-i ■IoT連動機能

・ウェアラブル機器連動

・各種センサー連動

・各種介護ロボットとのデータ連動

■カレンダー機能

・生活リズムを把握するカレンダー

・職員、設備を把握するカレンダー

その他ヘルステクノロジー事業として

開発するシステム／機能

（実用化補助金事業等含む）

事業計画書（案） 

株式会社ヘルステクノロジー 

2016.9.20 

2016/9/20 （株）ヘルステクノロジー事業計画（案） 1 

株式会社ヘルステクノロジー

■団体向けグループウェア

各社の役割

システム開発

プログラミング

システム保守

プランニング

システム設計

販売計画

事業計画

実証評価

システム設計

三つの企業体の役目

各社の強みを
介護市場へ

代理店展開：愛媛・ 香川・熊本・東京・千葉・鹿児島・宮崎
販売介護･障害事業所数：県内約250事業所（各種システム） 全国約5800事業所（販売実績数）

universal machine laboratory
株式会社ユーエムラボ

本社：愛知県豊橋市 本社：福島県南相馬市

本社：愛媛県松山市
東京営業所・熊本営業所・熊本研究室
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愛媛から始めよう For the future welfare

グループは下記の企業体と連携して福祉業界をサポート致します。

介護ロボット認定商材

介護ロボット認定商材

介護ロボット認定商材

介護ロボット認定商材

介護ロボット認定商材

株式会社エフトス 介護記録システム

株式会社ヘルステクノロジー 介護ロボット全般

ケイ・エヌ情報システム株式会社 シフト管理システム

合同会社ジェイシーエム 見守りセンサシステム
株式会社ワイヤレスコミュニケーション研究所 AI見守り全般

株式会社エヌジェイアイ 体動センサシステム

日比介護国際協同組合 外国人技能実習生【介護】

他５社（障がい者就労事業所・防菌防カビ光触媒全般など）

■ロボット介護機器としての取り組み【FTCare-iシリーズ】
・国立研究開発法人日本医療研究開発機構（以下「AMED」）
に採択されています。
平成29年度 
「ロボット介護機器開発・導入促進事業（開発補助事業）」業務支援
令和2年度 
「ロボット介護機器開発・標準化事業（開発補助事業）」 業務支援

2022年 新規介護ロボット認定
株式会社ミオ・コーポレーション

AIセンサー センティネア2

2023年 新規介護ロボット認定予定
AIセンサー センティネア3
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１．会社概要・実績等

①.開発元 会社概要

代表取締役社長 ：吉岡 邦男

設立年月日 ：平成2年2月6日 

資本金 ：7,500万円

従業員数 ：９１名（契約社員含む）

所在地 

【本社】 ：〒760-0020 香川県高松市錦町１丁目４番３７号

（システム部） TEL：(087)823-3011 

  FAX：(087)823-3101

（公共・福祉部） TEL：(087)802-5133

    FAX：(087)826-5010

【京都出張所】 ：〒610-1111 京都市西京区大枝東長町

TEL (075) 754-7437 / FAX (050) 3730-5483

出資会社 ：西日本放送株式会社、株式会社四国新聞社

業務内容          ：ソフトウェア開発、ソフトウェア・パッケージの販売

 電算機ならびに周辺機器、ソフトウェア、関連機材の

 販売及び賃貸業務

電算機ならびに周辺機器、ソフトウェアの保守サービス

事務計算及び科学技術計算の一般受託

人材派遣事業

1990年：会社設立 

1990年：本社ビル完成 （高松市錦町） 

1992年：パソコンパッケージソフト開発開始 

1993年：水道料金システム、保育園システム、公共工事土木積算システム開発 

1994年：建設業財務会計システム、公立病院財務会計システム開発 

1995年：HT（ハンディ端末）による水道検針システム開発 

1996年：資本金を3000万円から7500万円に増資 

1997年：インターネットサーバー構築業務開始 

1998年：西日本放送サービス株式会社システム事業部と合併

 企画室設立（香川産業頭脳化センター） 

2000年：介護保険システム「RELY」、障害者福祉システム「G-Trust」開発 

2003年：「.NET」対応販売管理システム「Gainer」開発 

2004年：新介護保険システム「RELYⅡ」開発 

2005年：社名を「株式会社アール・シー・エス」に改称

2009年：要支援者台帳整備システム｢SQUARE－1｣リリース

2009年：介護保険システムRelyⅡ V9.1027版をリリース

2010年：障がい者福祉システム「G-Trust」が京都府推奨パッケージに選定される

2014年：京都出張所開設

2014年：企画室を本社ビルに移転 公共･福祉部に名称変更

2015年 新障がい者福祉システム「G-TrustⅡ」開発

2018年 福祉総合システム「RelyⅢ」リリース

2020年 タブレットシステム「Smart-Rely」リリース

2021年 本社ビル移転

主要商品：総合福祉システム RelyⅢ

自治体向けシステム G-TrustⅡ

人材派遣業向けシステム J-BEST

通販業種向け販売管理システム 通販BEST
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介護記録･日誌･LIFEなど
の業務管理システム全般

介護保険請求･給付管理・利用者
請求・入出金管理などの請求業務
システム全般

今後の介護改正には、必ず２つのセクション（介護保険請求/LIFE･業務改善）が
改正で始まってきます。
だからこそ、各社の強みで介護現場をサポートすることにより、安定した商品
提供を継続することができます。

介護改正のプログラム改修リスクを分散することが、この先 大きな改正
が行われても充分なサポート体制が可能になる。長期間のリスク回避策が
先々の収益を大きく左右する仕組みを今、選別することが重要な１歩です。

いろんな分野のエキスパート集団だからこそ、成りえる継続的支援を実現致します。

24時間･365日稼働 8時間･週40時間稼働
相互
連携

なぜ、２社等のJV（共同企業体）形式で御提案するのか？

連携

9

大手ソフトウェア企業は、M＆Aや資本業務提携など自社での存続が厳しくなってきています。



訪問介護

通所介護

ショート

入所系

請求関係

FTcare-i

居宅支援
システム

利用予定 利用実績

ICT連携仕様 ICT連携仕様

LIFEデータ出力

居宅支援システム⇒FTCare-i⇒請求システム 連携図

請求
システム

RelyⅢ RelyⅢ

介護支援
専門員

介護職
管理者

総務･
経理

業務毎に分けて使えるからこそ、専門性の強いシステム構築が可能に。
法改正でLIFEと請求関係が同時改正になった場合でも、安心できる構築方法。
１社だけでの構築方法は過去のもの、今は部門毎・業務毎に優れたシステム
構築で、業務効率化を成功させております。

国保連伝送
利用料自動引落

利用票提供票
データ出力

他のサービス事業所
とのデータ連携

業務支援
システム
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RelyⅢとは利用者情報も連携しており、請求情報は介護保険サービスコードが連動するだけでなく、
実費（個人利用料）なども一気通貫の仕組みで運用が出来ます。
（他メーカーが１社で行っている動きと同じ形式を活用しています。）
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一つのFTCare-iシステムの中に、高齢者福祉施設向け機能、児童福祉施設向け機能、障害福祉施設向け機能を備えており、

異なる福祉サービスを展開する各施設を横断し、法人単位でまとめて管理する事が出来ます。

介護サービス向け機能
（高齢者福祉向け機能）

FTCare-i@kaigo

障害福祉サービス向け機能
FTCare-i@shougai

児童福祉サービス向け機能
FTCare-i@jidou

ICT業務支援システム「FTCare-ｉ」ご紹介

簡単で使いやすい。介護、福祉の現場で求められるものをかたちにしていきます。



数か所の国内データセンターを利用しております。厳密な管理にてデータの保全を行っております。
 また、記録システム（業務支援システム）と請求系システムは別々のクラウドサーバーを利用しており、リスク
回避を行っております。記録システム（業務支援システム）はライセンスフリーの同時接続となっております。

クラウドサーバーは？

クラウドサーバーのメンテナンスなどは？

ユーザー様毎の環境に合わして定期的にメンテナンス作業を行っております。
基本的にシステム停止はございません。システム停止の際の作業は、事前にシステム上などで
告知致します。法改正に伴う場合は、多少（記録系は３０分位）停止することはございます。
またバックアップなどもクラウドサーバーにて自動で行います。
ユーザー様の機器でのメンテナンスはFTアプリ以外は必要ございません。

FTCare-iのログインは？

法人毎の接続アドレスが配布されますので、他法人との混在したログイン方法ではございません。
暗号化された接続方法にてクラウドサーバーにて厳密に管理しております。
オプションにてVPNなどの専用回線を用いた接続方法にも対応しております。
RelyⅢも同様な形式にて接続を予定しており、リモートデスクトップ形式で速やかに稼働できるスペックと
なっております。

FTCare-iでのipadなどで撮影した写真などの情報は？

端末機器の故障や紛失などを考慮し、システム上で撮影された画像･動画は端末機器（ipad・iPhone
など）には保存されず、全てクラウド上に適切な環境で保存されます。

12

システム構成図及びシステム管理について



13

１つのソフトウェアで、利用者管理、各種介護・援助記録、申送り、スタッフ連絡、家族との連絡、
各種計画書・モニタリング、各種様式出力、オンライン会議、実績管理、カレンダー機能、FTCare-i
の全てが出来る仕様を御準備。 当然 LIFE（全項目）・ICT連携仕様にも対応しています。

基本機能

利用者台帳管理
（フェイスシート／アセスメントシート）

介護記録管理
（記録の入力／集計・閲覧／出力）

帳票出力
（業務日誌／サービス提供記録／報告書／議事録）

計画書管理
（各種計画書／評価モニタリング）

利用予定・実績管理
（通所系／短期入所系サービス）

連絡／申し送り共有
（掲示板／メッセージ機能）

カレンダー機能
（利用者予定／スタッフ予定／施設予定／その他）

LIFE・ICT連携仕様に対応済
（LIFEは全項目に対応。ipad等からも入力できます）

翻訳機能による１０ヵ国語以上に自動変換

Windows・ipad等のIOS・Android・MAC 全てのインターネットに接続できる機器で操作できます。

音声入力･タッチ入力･QRコード入力などの簡単操作

Ａpple Pencilにも対応済。画面に書くだけ。

その他
（お客様環境に合わせた調整が可能です）

ライセンスフリー
（接続台数無制限）



全て機器で、同じ画面表示と操作方法で使えます。

またタブレットやスマートフォンからも、全ての機能で印刷※も可能です。

パソコンは必要最低限で、システム運用が可能です。

キーボードやマウスが苦手な職員さんでも、簡単に操作できます。

• 14

ひと目でわかる操作性、年齢層が幅広い介護･福祉現場を考えた画面構成。

14

※プリンターが対応していることが前提です。

パソコン画面 タブレット画面 スマホ画面



記録したい項目を自由に設定しておく事ができます。

管理者はマスタ画面で、サービス毎に記録項目を管理する

事ができます。

記録項目は自由に・無制限に作ることができます。

また管理者などの権限によってマスタ操作も制御します。

PCやタブレット（タッチ）入力

音声変換で入力・手書変換で入力
※手書きには別途アプリが必要です。

バーコードでスキャン入力

• 15

＋

行動（記録項目）
※カテゴリに所属

内容１
（複数選択）

付加項目
（複数選択）

内容２
（複数選択）

詳細内容（フリー記述）

＋

記録内容（行動）作成 記録入力

Bluetooth(無線)で自動入力（※オプション）

日々のケアの記録・特記・食事・排泄・バイタル等をカンタンに記録出来ます。

【手書き例】

変換候補も表示されます。

（例：じを書くと褥瘡が候補に出る等）

ラベル

15
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予定 実績

予定と実績をカレンダースタイルで

表示します。

この画面から予定と実績の入力も可能です。

週間カレンダーview １日カレンダーview

月間カレンダーview

カレンダー機能

記録情報も一目瞭然、利用者と職員の各種情報を見える化しています。

介護の現場は短時間で情報把握が
必要とされています。



• 17

職員同士の情報共有を通してコミュニケーションを活発にします。

【トップページへの新着表示】 【確認済✓・コメントの共有】【申し送り作成】

【職員同士（グループ）でのメッセージ交換機能】

【スタッフ連絡・申し送り共有機能】

【スケジュール、予定一覧】
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【画面サンプル：日本語原文表示】 【翻訳言語選択】

【翻訳例：英語】 【翻訳例：中国語（繁体）】

【翻訳例：ベトナム語】 【翻訳例：タガログ語】

ブラウザ翻訳機能に対応しており、外国語対応も可能です。

申送りも情報共有もケアプランま
で、全機能を外国語対応可能です。



情報セキュリティ確保②オプション

19

WEBブラウザにてシステムにアクセスします。

レスポンシブ画面表示対応により、

様々な種類の機器から同じ画面と機能を利用できます。

音声入力や手書き入力等のテクノロジーを活用出来ます。

個別カスタマイズ対応

使用する端末は何台でもOKです。

利用アカウント（スタッフ）を何人でも発行出来ます。

クラウド（WEB）システム

施設の情報セキュリティポリシー（方針）に合わせた、

環境をご提案させて頂く事が可能です。

環境構成例

・端末認証（制限）

・施設間相互利用（VPN）

・施設内端末限定利用

情報セキュリティ確保①オプション

端末自体には記録情報を保持しない為、

端末故障・紛失等による情報漏洩・紛失の心配がありません。

端末増設や更新の際、インストール等も必要ありません。

情報は常にクラウドサーバに保持（保存）され、

端末はアクセス（ログイン）時のみ、情報にアクセスできます。

19

複数の併設サービスを横断してご利用頂くことが出来るシステムです。

WEBシステムならではの保守性と、セキュリティ確保が可能です。

※オプション、カスタマイズ対応はお打ち合わせの上、
有償にてご案内させて頂きます。



20

ロボット介護機器の

介護業務に伴う情報
高齢者等の状態や

ケアに関する情報

スタッフの業務

に関する情報

QRコードや音声等、様々な手段によって、情報の収集を行う

【センサ等IOT連携】 【スマホ、タブレット、PC、バーコード、音声入力、手書き入力】

スタッフの業務内容や

時間に関するデータ

介護に要する時間や

ケア内容のデータ

ロボット介護機器の

使用状況のデータ

自立に関するデータ

（介助や見守りの有無）

生活や行動の時間

（生活リズム）のデータ

バイタル・食事量等

体調に関するデータ

データの

集計・分析

共有

【バイタル測定機器とのBluetooth（無線）連携】
対応しているバイタル測定機器でバイタル測定を行うと、
その計測値が自動的に、Bluetooth無線を介して入力端末へ送信されます。
スタッフは手動で計測値を打ち込む必要がありません。

【介護ロボット機器等との連携（情報収集）】
介護ロボット機器等からの利用状況等の情報収集が可能です。

株式会社エフトスは、
国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
平成29年度 「ロボット介護機器開発・導入促進事業（開発補助事業）」重点分野の業務支援に採択されました。

国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）
令和2年度 「ロボット介護機器開発・標準化事業（開発補助事業）」重点分野の介護業務支援に採択されました。



センサー機器連携図

FTCare-iは、いろいろなセンサー機器と連携し、請求システムとの一気通貫も実現しています。

・給付管理・介護保険請求
・利用者請求・入出金管理
・預り金

バイタル ナースコール 排泄 環境・ゲートウェイ・各種センサ

人事システム

情報共有・勤怠管理
人材管理／人事考課・モチベーション

睡眠・センサ

BigQuery を用いた機械学習、空間分析、ビジネスインテリ
ジェンスなどの組み込み機能を使用したデータ管理と分析
及び予測支援ツール。

21

主要ヘルスケアメーカー25社



全機能を１画面でモニタリング

室内の様子、体調の変化をリアルタイムでモニタリングできます。
単一センサーだけでは見ることができない、複合的なモニター画面を提供します。
さらに、メーカーを横断したセンシングデータを一度に確認することで複合的なデータを
閲覧でき、分析も可能です。

BigQuery を用いた機械学習、空間分析、ビジネスインテ
リジェンスなどの組み込み機能を使用したデータ管理と
分析及び予測支援ツール。

センサー機器類のデータを介護記録だけへの連動ではなく、
AI( BigQuery 等)を使った分析・統計・予測ツールまで連動していきます。



あらゆる分析をボタンクリックのみで表示･PDF化、更にデータ内容を深く分析する事もできます。

分析･統計・予測ツール

エフティ アナリシス

介護記録･機器データ

パソコンでもタブレットでも確認できる！ 更に、事業所毎のカスタマイズも可能！
完全見える化し、カンファレンス等の時間短縮・作成資料等の削減・利用者家族への情報開示とデータ利活用を
実現したシリーズ。

※googleアカウントのみ御準備下さい。

記載は一部のサンプルです。

FTCare-I 連携版

利用者名･要介護度･日付･行動項目･ケア結果項目･勤務時間帯･フロア･
分類など多くの選択を自由に設定し、絞り込んだ集計を行います。

23



基本的な考え方・取り組み姿勢

介護職員様は、日々の介護サービスの他に計画
書・実績報告など書類作成業務が多く発生してい
ます。本システムでは軽減できる業務はシステム
に任せて頂き、利用者への確実なサービスにお役
立ていただけます。これにより介護サービスの質
の向上を実現します。

Point：確実な情報管理

情報を一元管理する利用者台帳をベースとし多く
の情報を各サブシステムに活用できます。
また、帳票修正機能、入力項目追加機能、データ
抽出機能といった豊富な機能を駆使することで、
職員様の事務効率化を実現致します。

Point：利用者台帳を中心とした豊富な機能

福祉総合システムRelyⅢは、ランニングコストの
低減を意識したシステムです。
「管理一覧作成機能」「計画管理システム」「各
種ＣＳＶ出力機能」により、多少の運用変更にも
柔軟に対応できるようにすることで、徹底的にコ
ストの低減を実現しました。

Point：業務へ柔軟に対応

高い専門知識を有するスタッフが連携し、安心頂
けるサポートを実現致します。また、自社開発シ
ステムにより、ワンストップでサポートが可能で
す。また全国の導入ユーザ様の現場の声をくみ
とった、御要望に応じたシステム向上をおこなっ
てまいります。

Point：安心頂けるサポート体制

１．介護サービスの向上

３．コストの低減 ４．安心のサポート体制

２．事務の効率化

24

福祉総合システムRelyⅢ提案書



システム概要
システム概要（利用者台帳システム）

利用者台帳システムは基幹となるシステムです。利用者の基本情報や家族情報・介護保険被保険者証情報

など33項目を一元管理し、各サブシステムで使用することができます。また豊富な検索機能も有しており、

必要な情報をすぐに取り出すことや、Excel加工することが可能です。

利用者の情報を一元管理し、各サブシステムにてデータの引用が可能です。

出力項目変更
（位置・レイアウト・文字・フォント 等）

各サブシステムにて情報を引用するこ
とが可能です。
（例：名前・住所・生年月日等）

利用者台帳システムー世帯情報画面では、利用者の家族や親せき、
兄弟等を入力管理することが可能です。
また家系図は自動作成機能を有しており、簡単に家系図を作図する
ことが可能です！！

25
と連携致します。



システム概要
システム概要（介護報酬請求・利用者請求システム）

・予定、実績入力も請求データ作成に必要な作業は全て行えます
・利用者の実費負担請求業務を簡略化可能です。

他の請求システムとの実費連動により負担割合に応じた

請求を一括作成可能です。

実費のみでなく固定費の請求、また自振データ作成も可能です。

請求以外にも、領収書発行や入金／未収金管理（消込含む）

も対応しております。

↑一括作成

入金処理→

26

【予定・実績入力画面】
サービス計画の予定・実績の入力をする画面です。
利用表や提供表の作成・印刷、コード、単位数、
金額など詳細確認ができます。
「予→実」ボタンを活用することで簡単に実績入力
を行えます。

介護保険請求データに必要な予定、実績入力を本システム

で全て行えます。金額の確認、超過分の入力など請求に係

る作業をまとめて行えますので、管理が容易になります。

と相互連携致します。



システム概要
システム概要（利用者請求システム）

介護保険サービスの実績に合わせて入力が可能です。

介護保険サービスを受けた利用日を確認しながら、実費負担請求分の入力・確認が可能です。

利用がない日に請求データが作成されるなどの請求不備をなくすことができます。利用日は、請求書にカ

レンダー形式で表示ができます。

27

【請求伝票入力画面】
利用者の方への請求書・領収書を入力
する画面です。
介護保険請求後の、利用者負担額や実
費利用分を自動で取り込むことができ、
自動で伝票作成することが可能です。

【実費データ入力画面】
介護保険サービス利用料外の実費利用
分となる費用を入力する画面です。
介護保険外の、利用者実費分を簡単に
入力することができます。日々実費分
を入力したり、担当課で入力すること
ができ便利です。

と相互連携致します。
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サポート体制について

障害・サポート・アフターサービス等全てのご要望に一体的に対応にあたります。
（ワンストップサービス）

全てのお問い合わせをこちらの番号に

各社直通番号ですので繋がりにくい
ということがありません。

導入時からサポートまで、すべて下記の体制にて行います。各社の強みを連携し、的確かつ迅速な導入・サポートを行います。

ワンストップサポート体制 実施体制

29

ケアソリューション事業部

サポートセンター

ケアソリューション事業部

営業担当
営業責任者：菅沼

ケアソリューション事業部

開発担当

愛知県豊橋市西幸町字浜地333-9 
豊橋サイエンスコア307号室 

TEL 0532-43-6721

システム事業部

営業担当
営業責任者：松岡 保幸

松山市古川西３丁目5-15-606号
TEL 090-7148-4677

UMサポート時間は、２４時間・３６５
日可能。但し、土日祝は折り返しになる
ことがございます。

開発元でのフリーダイヤル・Mail・FAXにて承ります。リモートサポートなど。

連携

ユーザー様･代理店専用サポートサイト



初期導入時に、有償にて操作指導を事業所規模などに応じて開催致します。
システム運用が開始されたのち、短時間な操作指導については駐在員が在住している地域は、
定期的な訪問をした際などに、無料にて行っております。またZOOMなどのオンライン講習は無料（システム
運用開始後）にて行います。

操作指導（記録系システム）などのサポートは？

30

更新料はございません。法改正費用などは状況により御相談する場合がございます。
記録システムでは、LIFEやICT連携などは無料にてシステム搭載されております。

５年毎等の更新料や法改正費用はありますか：

サポート体制について

その他

途中で事業所を追加できますか？
追加事業所分の初期費用と月額クラウド利用料が発生致します。操作指導は御相談に応じます。

FTCare-iはWindows環境に準じないコンピュータ言語で作成されており、運用の際、低コスト・高セキュリティ
にて御提供できるように考えられております。
また、開発コンポーネントを下記の事業等で補っており、社会保障制度などで運営されている事業所様への還元
を考えた価格設定を行っております。

何故、FTCare-iはリーズナブルな価格なのですか？

ロボット介護機器としての取り組み
・国立研究開発法人日本医療研究開発機構（以下「AMED」）に採択されています。
平成29年度 「ロボット介護機器開発・導入促進事業（開発補助事業）」重点分野 業務支援
令和2年度 「ロボット介護機器開発・標準化事業（開発補助事業）」重点分野 業務支援

他の開発補助事業も多く活用しております。



持続可能な介護・福祉へ ユーエムラボはサポートし続けます。

今の介護・福祉の情報を、未来への情報へ

株式会社ユーエムラボは、人財・商品・情報で、
介護・福祉への貢献を第一に考えています。

人を大事にする企業へ   人を笑顔にしていく事業へ

https://um-labo.biz/

開発支援・導入支援・サポート全般

株式会社ユーエムラボ
本社 〒 790-0944愛媛県松山市古川西３丁目5‐15-606号
東京営業所 東京都文京区湯島1丁目8-4山川ビル7F
熊本営業所 熊本県熊本市西区野中３丁目

E-mail matsuoka@um-labo.biz

私たちは制度を追いかけるのではなく、未来への付加価値つくりを御提供します。

地元愛媛で開発支援・導入支援・サポートを行う企業体
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